
第3027回例会(第5回) 8月1日(木) 例会場：長福寺様

ガバナー補佐公式訪問、早朝座禅移動例会 座禅 6:30～ 点鐘 6:50～ 食事

司会 副幹事 金丸 好孝 君

ロータリーソング斉唱 ソングリーダー 坂本 繁 君

♪奉仕の理想

ロータリーの中核的価値観の朗読及び四つのテスト提唱

職業奉仕委員会 委員長 阿部 高之 君

ビジター 国際ロータリー第2620地区 静岡第4グループ

ガバナー補佐 若林 秀典（わかばやし ひでのり）君

ガバナー補佐事務局長 竹田 敏和（たけだ としかず）君

ガバナー補佐事務局員 鈴木 健夫（すずき たけお） 君

（いずれも藤枝南ロータリクラブ）

会長 奥川 将之 君

今日は「花火の日」だそうです。1948年(昭和28年)8月1
日戦時中に禁止されていた花火が解禁されました。

1955年(昭和30年)8月1日東京都墨田区の花火問屋で大規
模な爆発事故が発生。この事故により近所の住民18人が犠
牲となり、83人が負傷。世界一と称されるＰＬ教団の花火
大会が毎年8月1日に開催。この3つの事柄が重なった為、8
月1日を「花火の日」と設定しました。
実は私、若いころ藤枝市に有ります花火のイケブンさん

で花火師のお手伝いをするアルバイトをやっていました。
そこで皆さんが知らない花火についてお話しさせて頂きま
す。

まずは先ほど話しに出て来たＰＬの花火大会です。何
が世界一かと言いますと、一日に打ち上げる花火の数が
10万発だからです。まずはオープニングの尺玉100連発で
度肝を抜かれます。そして約90分間で10万発はとにかく
凄いです。そして初めて行った時にびっくりしたのが、
花火のスタッフは敷地内の食べ物食べ放題です。
片付けは翌日ですが、アルバイト2年目の時は熱海の花

火大会と重なって、約20名のスタッフは始発の新幹線で
熱海へ助人として行く破目に。
熱海の花火大会は当時7日間続くのですが、初日と最終

日をイケブンさんが担当します。その二日だけが沖のケ
イソンと陸からの二か所で打ち上げ、沖へ仕掛けを運ぶ
のが大苦労です。片付け終わって家に付くのは翌日の早
朝。

座禅の様子



7月28日（日）に多文化共生いちごの会さんのイベント
「しゅくだい広場」が和田公民館で、外国籍のある子供た
ちに勉強を教える機会があり、奥川会長をはじめ会員の皆
様、宿題を教えるの一生懸命でした。ロータリーとしては、
ネーム入り鉛筆そして昼食時にかき氷の提供させていただ
き、大変喜んでいただきました。一体となった奉仕活動が
出来た事を嬉しく思います。

国際奉仕委員会 委員長 大畑 邦明 君

幹事 山竹 葉子 君

①若林ガバナー補佐から「ロータリークラブに入ろ
う」という書籍を頂きました。

②本日、食事後、第1回指名委員会を開催しますので、
委員の皆様出席をお願いします。

③次回例会後、第3回理事会を開催しますので、役
員・理事の皆様出席をお願いします。

会員増強維持・出席委員会 良知 正浩委員長

先週の土曜日に地区の会員増強セミナーに奥川会長と山
竹幹事と一緒に参加しました。内容は、衛生クラブの事
についてセミナーでした。自分はロータリークラブに入
会するにはハードルが高い、経済的な事、その他含めて、
加えて若い人達が入会しやすい衛星クラブを作ってもい
いのでは？というお話でした。来週8月8日は、地区の会
員増強委員会のメンバーである岡村延昌君の卓話になり
ます。

8月初旬に行う蓮華寺池の花火大会ではスターマインの
打ち上げを２カ所で行うのですが、一カ所は山の頂上・
もう一カ所を山の中腹から打ち上げる為、枝に火の粉が
燃え移り、消火活動が大変です。
面白い花火ネタは沢山ありますが又の機会とさせて頂

きます。
会長挨拶でした。ありがとうございました。

幹事 山竹 葉子 君

①朽木君のFMラジオ局が８月１２日に開局となります。
案内チラシを配布しました。

奥川 将之 君、山竹 葉子 君

若林ガバナー補佐の訪問を心より歓迎いたします。

松村 友吉 君

若林ガバナー補佐の訪問を心より歓迎いたします。

親睦活動・スマイル委員会
佐藤 秀裕 君

ガバナー補佐ご挨拶
静岡第4グループガバナー補佐

若林 秀典 君

皆さん、おはようございます。
今年度、静岡第4グループガバナー補佐を拝命しまし
た藤枝南RCの若林秀典です。このような場所でガバ
ナー補佐訪問することは歴史上でも珍しいのではない
でしょうか。日頃の穢れた心をここで清めたいと思い
ます。



深沢 英雄 君(ガバナー補佐エレクト会議)
吉田 典充 君(委員会)
原崎 宗典 君(委員会)

会員数 出席数 出席率
7月18日
M-UP

7月18日
確定出席率

8月1日 56(56) 43名 76.79% 3名 82.14%

大半の方が初対面ですので自己紹介をさせていただ
きます。生年月日は1956年(昭和31年)で68歳です。
ロータリー歴は 1991年藤枝南RC創立時に入会した
チャーターメンバーで34年目に入りました。職業は歯
科医師です。2010~2011年に当クラブの県立藤枝東高校
の先輩である倉島さんと第5分区で一緒に会長をやりま
した。

現在はガバナーノミニ―も兼ね、2足の草鞋という状
態です。趣味は皆さんとやや趣が違うと思いますが、
オオクワガタの飼育、プラモデル作り、麻雀(ロータ
リーが忙しくてすべて休止中)、スポーツは小学校から
サッカーをやっていましたのでサッカーは好きです。
過去には社交ダンス、タップダンスをやっていました。
それでは、本題に入ります。
今年度のRI会長ステファニーA.アーチックのテーマ

は「ロータリーのマジック」です。魔法の杖を使って
目標を達成するということではなく、ロータリーのメ
ンバーが行動計画(アクション・プラン)の推進者と
なって地区が、クラブが、メンバーが魅力のある活動
をしていきましょう。ということになるのではないで
しょうか。
ロータリーのビジョン声明では
優先事項1

「より大きなインパクトをもたらす」の目標
優先事項2

「参加者の基盤を広げる」の目標
優先事項3

「参加者の積極的なかかわりを促す」の目標
優先事項4

「適応力を高める」の目標
と、優先事項が4項目あり、この内容にいかに近づける
行動計画が起こせるかを期待していると思われます。

小泉ガバナーの方針では「よりそう奉仕・ロータ
リー」とあります。地区で言えばどんな奉仕が必要と
されているのかどんな事業を推進していけばいいのか
示唆しているようです。そしてRI理事会は、活動や目
標の継続性を求めています。それが３-Year Rolling 
Goals です。3年間の目標と計画を立て社会情勢などの
変化に対応しながら、ステップアップしていくという
ことです。今までロータリーは単年度でやってきたの
で慣れるまでには紆余曲折あるでしょう。

クラブ計画書を拝見しますと奥川会長の挨拶が会員
増強(会員増強プロジェクトチーム組織図)に特化して
いるのには驚かされます。第4グループでは最大の60名
近い会員数でも満足せず、クラブの内外で親交を深め、
ステータスを上げ、ブランド力を高めようとしている
のは評価できます。

クラブビジョンを掲げ、戦略的優先目標を設定し、
戦略的優先テーマを企画し、活動していくことはすば
らしいことだと感心します。
ただ、これからはRIも3年継続の目標や活動計画を推奨
していくことになりますので戦略計画委員会の設置。
また、昨今では危機管理(ハラスメント等)が声高に叫
ばれています。こちらのほうも危機管理委員会などを
合わせて設置してみてはいかがでしょうか。

さて第4グループの奉仕事業は「子ども食堂の支援」
です。1トンのお米を2㎏の袋に小分けして各クラブと
関係のある行政の社会福祉協議会を通じて子ども食堂
を利用している家庭に配布してもらうということです。
奥川会長が個人的に援助していただけるお米も各クラ
ブもしくは行政、社協に配布の予定です。そして各ク
ラブにプラスアルファとして地区資金などを利用でき
るようであれば利用して子ども食堂(介護施設、障碍者
施設等も可)に何らかの支援をしていただきたいとお願
いしてあります。

また、8月中旬からはアメリカの高校生が交換留学生
として約1年間、来日します。ホストクラブは焼津南
ロータリークラブですが第4グループ全体で協力してい
くことになっています。

最後に地区目標は
1.会員増強
2.公共イメージ向上、My Rotaryの登録率アップ
3.クラブ計画書の充実
4.各委員会事業への理解と参加、委員会の活用
5.END POLIO
6.財団への寄付、米山記念奨学会支援 等

多岐にわたり、あります。
ここまで自信ありげに話してきましたが、自分は今

まで1地方クラブの1会員として所属していただけなの
でロータリーという組織の大きさに戸惑い、不安を感
じています。

皆様のご協力、ご支援、ご理解なくしては乗り切れ
ないと思いますので、1年間よろしくお願いいたします。
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